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Encyclopaedia Britannicaにおけるnursingの記述について　
―― 過去100年間に出版されたBritannica諸版のnursing記述の比較 ――
　

江藤裕之＊１，岸利江子＊２

 【要　旨】　ひとつの概念としての“nursing”はどのようにとらえられ，変遷してきたのか．また，その変遷の

背景にあるものは何か．本稿の試みは，NightingaleがNotes on Nursingを出版し看護の意味と意義を広めた

1859年以降に出版されたEncyclopaedia Britannicaの各版（10版，11版，14版，15版）におけるnursingの

記述を比較検討することで，この100年間の看護観の変遷をたどることである．版が新しくなるにつれて，看護

がより専門化してきたこと，また看護が国際的な場で実践され，国際的な機関により支援されてきたことが分か

るが，その背景には看護の専門化・国際化のみならず，科学全般の専門化・国際化，そしてEncyclopaedia 

Britannicaの国際化（単なる英語国民の百科事典から世界の知の集成へ）が読み取れる．

 【キーワード】　概念史，看護，看護史，看護学史，ブリタニカ百科事典

　「概念史（history of ideas）」という学問分野があ

る．主として文献学的手法を用い，ひとつの概念を通

時的に追ってゆくことで，その概念がたどった歴史的

変遷や今日的用法の源泉を明らかにしようとするもの

である．さらに，それぞれの時代思潮の中で，ある概

念がどのようにとらえられていたのかを見ることや，

そのとらえられかたについて各時代の比較を行なうこ

とにより，時代時代の知的雰囲気を理解する視点を得

ることもできる．人間の精神の「変遷」（あえて「進

歩」という語を用いない）とその知的背景を探求する

うえで概念史は有効な手段といえよう．

　では，概念史にはどのような方法があるのだろう

か．例 え ば，A Syntopicon of Great Books of the 

Western World が挙げられる．これは，Robert M. 

Hutchins （1899-1977） と Mortimer  J.  Adler

（1902-2001）により編纂されたGreat Books of the 

Western World（1982）の第2・3巻に収録されてい

るが，“angel”から“world”までの西洋精神を形成

した102の重要概念――AdlerはGreat Ideasと呼んで

いる――について，それぞれの歴史的な変遷を概観

し，その概念について誰がどのようなことを書き残し，

それが西洋の古典的名著（Great Books）のどの箇所

でどのような使われ方をしているかについて詳細かつ

簡便にまとめたレファレンスである.注1 つまり，

Syntopiconという編纂物は「主題（topics）」を「集成

した（syn）」ものである．

　概念の歴史をひとつの読み物としてコンパクトにま

とめたものとしては，このSyntopiconの他に類書が

何点か存在するものの,注2単行本で取り扱うことので

きる概念の数には限りがあり，解説の分量も限られて

くる． また， Oxford English Dictionary（以下，OED）

のような言葉の意味の歴史的配列による辞書も概念史

研究には重要な資料となるが，あくまでも言葉の意味

の史的変遷に限定されるので，ある概念の詳細な歴史

的背景までは知ることが難しく，クロス・リファレン

スとしての活用度も高くない．そこで，ある概念の歴

史を調べる有効な手段のひとつとして――時間的スパ

ンは比較的短くなるが――異なる版の百科事典の記述

内容の通時的比較という方法が考えられる．つまり，

ひとつの項目に関して，時代を通して改訂された同じ



－52－

江藤，岸：Britannicaにおけるnursingの記述 Bulletin / Nagano  College of Nursing， vol． ７， 2005

書名の百科事典の異なる版の内容を比較するという方

法である．

　百科事典はそれが書かれた時代の学問・科学の精華

を集大成したものである．今日的視点に立てば，古い

百科事典の記述には不適切なものや，最新の学説に矛

盾したり，完全に否定される内容のものが少なからず

あるだろう．しかし，ここで着目したいことは，「何

が正しいのか」ではなく，「何が正しいと人々が認識

していたのか」という点，つまり，ある概念がある時

代において，どのように認識され，どのように考察・

研究されてきたのかという点である．

　本稿では，概念史のモデルとしてnursingを取り上

げ,注３英語圏で継続して出版されている百科辞典とし

てはもっとも歴史のあるEncyclopaedia Britannica（以

下，Britannicaとする）の各版におけるnursingの記

述内容の概要と特色を記し，比較する．このような手

法で看護観の史的変遷をたどり，科学としての近代看

護学に対する人々の認識がいかに変容してきたのか

――あるいは，変容しなかったか――を見ていく．

本稿で取り上げるBritannicaの諸版について

　Britannicaは1768年から71年にかけて，「北のアテ

ネ」と呼ばれた文化都市エディンバラで３巻の初版本

が企画・出版された．初版出版からわずか約100年の

間に10回の版を数え，改訂と改版を重ねるごとに質量

ともに充実度を増していく．本稿は，10版，11版，

14版，15版を取り上げ，それぞれの版のnursingに関

する記述内容を比較検討するものであるが，その前に

Britannicaの諸版について簡単に述べ,注４上記の版を

取り上げる理由を記しておく．

　近代看護学の出発点をFlorence Nightingale（1820-

1910）に置くことに異論はないだろう．そして，

Nightingaleによる啓蒙的書物Notes on Nursingが，

その業績，思想，研究，主張を広く世に知らしめ，ま

た，看護そのものへの関心を高める契機となったこと

は多くの識者の認めるところである．したがって，近

代看護学の変容と，その認知に関する変遷の歴史を

Britannica諸般におけるnursingの項目から検討する

にはNotes on Nursingが公刊された1859年以降に出

版されたBritannicaの諸版を比較することが方法とし

て最適であると考える．そこで，1875年から89年に

かけて出版された９版が最初の検討の対象となる．

　Britannica９版（25巻）は，「進化論」をThomas 

H. Haxley（1825-1895）が手がけるというように，

学問・科学の粋を結集するかたちで当時を代表する学

者により執筆された．しかし，この版にはnursingの

項目は存在しない.注5９版に10巻の補遺を加えたものが

10版（1902-3）であるが，この補遺の７巻目（合冊

全体としては31巻目）に項目としてnursingが登場す

る．したがって，NightingaleのNotes on Nursingの

出版以降，nursingが初めて独立した項目として

Britannicaに登場するのは10版（９版の補遺）である．

11版（1910-11）以降は，全ての版にnursingは項目

として存在する．

　11版はイギリスで出た最後の版であるとともに，第

一次世界大戦以前の学芸（特に人文学関係）について

書かれたものとしては最善の版と言われている（渡

部，1989a）．この11版に補遺３巻がついたのが12版

（1921-22），さらに新補遺３巻を11版に加えられた

のが13版（1926）である．このように，11版から13

版にいたるまで本体の内容は基本的に変わらないた

め，本稿では11版を用いる．

　11，12，13の各版の人気は高かったが，第一次世

界大戦という未曾有の大戦争により軍事・軍需を中心

に格段に進歩した科学・技術の内容をカバーする必要

が生じた．そのためBritannicaも新版が企画された．

これが，14版（1929）である．この版は，不断に修

正が行われ，なかでもシカゴ大学が編集の中心になっ

た1960年代の諸版は定評がある．そこで，本稿では，

1967年度の版を用いることにする.注６

　最後に，最新版の15版（1975）であるが，これは

先にGreat Booksについて述べた箇所で挙げたシカゴ

大学のHutchinsが編集主幹となり，１巻のPropedia（全

体のガイド），10巻のMicropedia（簡易百科），そし

て19巻のMacropedia（大項目百科）からなる新機軸

の編集方針を取り入れ話題となった．さらに，1985年

には，これも先のGreat Booksの箇所で言及したAdler

により増補改訂がなされ，今日新刊として手に取るこ

とができるBritannicaはこのAdler版である．本稿で
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は，この版に関してはAdler版の中でも最新刷のもの

を用いる.

Britannica各版のnursingに関する記述の概要と特徴

　それでは，nursingの項目について，上にあげた

Britannicaの各版の記述内容を概観し，その特徴を列

挙してみよう．

１．10版（1902年）・11版（1910-11年）

　10版（９版の補遺）におけるnursingの項目は２段

組４ページあり，これは分量的に見て他の項目に比べ

ても遜色のないものといえる．構成は，「看護の歴史」，

「看護訓練と組織」，「看護業務と資格付与」からなる．

　記述内容の特徴として，まず目に付くのは冒頭にあ

る看護の定義である．ここでは “The development 

of sick-nursing, which has brought into existence 

a large, highly-skilled, and organized profession, 

is one of the most notable features of modern 

social life.［看護の発達は，広範な，高い技術を要す

る系統化された専門職業を生んだことで，現代の社会

生活のなかでもっとも注目に値することのひとつであ

る（訳は引用者）］”（nursing, 1911, vol. 31, 295）

とあるが，「看護」をnursingではなくsick-nursing

と表現しているところに時代が感じられる．

　よく知られるように，nurseという語は「乳母」（初

出14世紀），あるいは「授乳する，養育する」（初出16

世紀）という意味で使われていた．「病人を看護する」

という意味でのnurseは16世紀後半に初出例が見える

ものの，広く使用されるようになるのは18世紀からで

ある（cf. OED）．10版が企画・執筆された19世紀後

半では，nurseという語に「子どもの養育」というイ

メージが強く残っていたのであろう．そこで，わざわ

ざsick-nursingという表現を用いることで，保育，養

育の意味のnursingから傷病者へのnursingを区別し

ようとしたのではないか．その後，看護は健常人や集

団へとその対象が広がってきたが，この10版の段階で

は「傷病者の看護」が新しい看護の視点として扱われ

ていることが，近代戦争などの影響といったその時代

背景を知る上でも興味深い．

　看護の歴史に関する記述では，年代順に宗教，戦争，

科学を大きな契機とする視点から看護の発達史が説明

されている．古代から中世にかけては宗教的な慈愛の

精神から看護の組織的活動が始まり，それが近代戦（ク

リミア戦争やアメリカ南北戦争）における傷病兵への

看護実践の要請から看護における専門訓練の必要性が

認識され，その後の科学の飛躍的進歩に伴いより分化

された専門職としての看護の地位が確立されるにい

たったという内容である．また，近代看護の発祥とし

てドイツのKaiserswerth Instituteが言及されており，

Nightingaleがそれほど重視されていない点は注目に

値する．

　看護訓練と組織に関する記述では，イギリスの事例

が中心である．当時のイギリスでは，総合病院，専門

病院にかかわらずほぼすべての病院が看護師に対する

職業訓練制度を有し，特に大きな病院では看護学校の

機能を兼ねた看護師教育システムが存在していたこと

や，その病院付属の看護学校へ入学するための要件（例

えば，基礎解剖学，生理学などの試験に合格すること）

が述べられている．また，看護師は何らかの看護組織

か団体に所属することも記されており，それまで修道

院を中心にした看護活動が，だんだんと病院などの組

織に移り変わってくる様子が読み取れる．さらに，看

護師の給与体系が当時の金額で具体的に詳述されてい

る点も興味深い．このようなイギリスの事例の他に

も，アメリカやフランスの事情についても触れられ，

さらに，カナダ，オーストラリア，南アフリカなどイ

ギリスのかつての植民地ではイギリスをモデルにした

看護が発達したという記述もある．

　看護業務と資格付与に関しては，看護師に要求され

る資質として，身体的強靭，健康，清潔，良質な気質，

自己コントロール，知性，義務感が挙げられている

が，知的な判断を要求する職業というよりはむしろ肉

体労働・感情労働としての看護の側面が強調されてい

る．特に，看護における肉体労働の側面や，また男性

患者への看護において男性看護師（male nurse）の効

用が強調されている点が興味深い．

　以上，概観した10版のnursing記述における特徴的

な点としては，

１）Nightingaleはそれほど強調されず，Sir Henry 
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Burdett（1847-1920）の著作（例えばHospitals 

and Asylums of the World, London, 1892）が

参照されていること.注6

２）近代的な看護システムの発祥としてドイツの

Kaiserswerth Instituteが言及され，Nightingale

に多大な影響を与えたことが明記されていること．

３）主として，イギリスの事例報告に限定されてい

ること．

４）男性看護師についての言及があること．が挙げ

られよう．

　すでに述べたように，11版は10版の改訂版として今

日でもなお評価の高い版であるが，少なくともnursing

の記述は10版の内容とほぼ同一である．つまり，改訂

されず分量が短縮されただけである（11版では2.5ペー

ジとなり，10版から1.5ページ分程が削除）．削除事項

は国別の看護教育システムと男性看護師に関する部分

である．この削除の主な理由としては，新版の百科事

典を出版するにあたり見出し語の項目が増えたこと

――単純にスペースの問題――が挙げられよう．また，

男性看護師についての記述が無くなった理由として

は，11版が出版された頃にはすでに看護師が女性の職

業としての地位を確立していたことが考えられる．

２．14版（1967年）

　14版の記述は分量・内容ともに10版よりもさらに充

実している．分量は，２段組６ページに増え，また構

成がより体系化されている．「看護の全般的歴史」，「イ

ギリスにおける看護の概観」，「諸外国の看護事情」，

「国際的な看護活動の概観」，そして「アメリカの看護」

についての記述がある．さらに，この版からnursing

の項が正看護師（RN）の資格を持つ著者により執筆

されたことが銘記されている（10版では各項目の著者

が明らかにされていない）．

　看護の定義は10版ほど明確ではないが，“the art 

of nursing in the form of nurturing the young, 

protecting the helpless and tending the sick and 

injured［子どもを養育し，無力な人を保護し，そして

傷病者の面倒を見るという形での看護（訳は引用者）］”

（Seymer et al., 1967, vol. 16, 790）といった記述か

ら，病人を看るsick-nursingから，広範囲な看護の対

象へと推移してきたことが読み取れる．

　では，記述の特徴であるが，以前の版と比べて顕著

な点はNightingaleの業績を極めて大きく取り上げて

いることである．特に，看護の全般的歴史においては，

看護史を，１）1860年までの「Nightingale以前の時

代」，２）1860-1900年間の「Nightingaleの時代」，

３）1900年から1919年にかけての「看護の拡大と専

門的組織の時代」，そして４）1919年以降の「看護教

育の方法的改善，政府による認知，国際関係の成長の

時代」に分けている，つまり，ここでは看護の歴史を

語るに当たってNightingaleが基準となっている．

　イギリスにおける看護の概観では，近代看護の発生，

専門職の発達，看護の統括組織，看護教育，看護サー

ビスなどが述べられている．ここでは，Nightingale

を看護史の中心に据えるという歴史観から，Nightingale

以前の看護の歴史についての記述は簡略化され，前の

版で大きく取り上げられていたBurdettについては言

及されず（ただし，参考文献欄には残っている），また，

ドイツのKaiserwert Instituteは軽く触れられるにと

どまっている．後者の理由としては，第一次大戦後の

アングロサクソン国家における「ドイツ嫌い

（Germanophobia）」の影響が十分考えられる．ま

た，Nightingaleの活躍以降についてはイギリスにお

ける看護の概観の章でも詳述されており，全体として

Nightingaleの偉業を称える筆運びとなっている．

　前の版に比べ，諸外国の看護事情の記述は，カナダ，

オーストラリア，ニュージーランド，南アフリカ，ス

カンジナビア諸国，フランス，イタリア，ベルギー，

ドイツなどが扱われ，その範囲も広がっている．ただ

し，看護事情についての詳しい記述は依然として西欧

諸国に限られている．

　イギリスとアメリカの看護事情に関する記述がそれ

ぞれ２.３ページと，この版のnursing記述の大部分を占

めているのはBritannicaが英語の百科事典であること

に加え，両国がその時点で看護の主要な先進国であっ

たことも大きな理由として考えられる．特に，14版に

なってBritannicaの編集の中心がアメリカ（シカゴ）

に移ってからは，「アメリカの看護」についての記述

――その歴史，現状，政府の看護政策などの記述――

がより充実した．
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　また，前の版では見ることのなかった国際的な看護

活動の概観についての記述からは，新しい分野におい

ての，看護職，看護実践に期待する時代の動きを垣間

見ることができる．看護，保健，衛生が国際的な視野

から語られることは，いわゆる看護の国際化が広く認

知され始めたことを示すものといえよう．看護の国際

組織についての記述はWHO（1948年設立）とICN

（1899年設立）の設立に関するものが主となっている．

　ここで，この版のnursing記述の特徴は次のように

まとめることができる．

１） 看護史におけるNightingaleの位置が決定的な

ものとして扱われている．

２） Nightingale以前の看護の先駆的存在，特に最

初の組織的な看護教育・実践機関としてのドイツ

の役割（Kaiserswerth Instituteなど）についての

記述などがトーンダウンしている．

３） イギリス，アメリカの看護事情の記述が大部分

を占めるものの，それ以外の国に関する情報（西

洋諸国が主だが）や看護の国際的活動の記述など

も見られる．

４） 正看護師（RN）の資格を持つ著者によって執

筆されている．

３．15版（2002年）

　上述したように，15版は１巻のPropedia（全体の

ガイド），10巻のMicropedia（簡易百科），そして19

巻のMacropedia（大項目百科）からなる．まず，

Micropediaでのnursingの項目であるが，分量は1ペー

ジ3段組のうちの1段であり，内容は「看護の歴史」，

「20世紀後半の看護教育プログラム」，「免許・登録制

度」などについて記されている．これは，Macropedia

の記述の要約とみてよい．

　Macropediaにおいては，nursingという単独の項目

はなく，Medicineという大項目の中のRelated Fields

（関連領域）にnursingについての項目が設定されて

いる．これは，Macropediaの大項目主義による編集方

針であり，必ずしも看護が医学に従属すると示唆して

いるものではない．分量は２段組で３ページであり，

14版に比べると分量的には少なくなっているが，内容

はより包括的で，また，国際的な視点から見た看護実

践が強調されている．この版のnursingの記述も正看

護師（RN）の資格を持つ著者によるものである．

　導入部分からICNによる「看護が果たす役割」につ

いてのステートメント（健康促進，疾病予防，健康回

復，苦痛緩和），そしてWHOが提唱するプライマリヘ

ルスケアでの看護師，助産師に期待される役割につい

て簡潔に述べられており，それがこの版の看護の定義

となっている．このような記述は，より国際的な看護

という印象も与えている． 

　続く「看護の歴史」では，前の版と同じくNightingale

の記述に割くスペースからその業績が大きく評価され

ていることがうかがえる．しかし，14版に見られたよ

うな「Nightingale以前・以降」という区分けはなくなっ

ており，Nightingaleを絶対視するような姿勢は薄れ

ている．全体の流れとして，イギリスやアメリカと

いった個別な国における看護の歴史ではなく，国際赤

十字やWHOなどのような国際組織との関連の中で看

護の歴史をまとめることにウェイトがかけられてい

る．

　次に「看護実践」が，看護の種類，教育，免許と登

録，組織という観点から描かれている．制度的な観点

からの分類（正看護師，准看護師，看護助手），学歴か

らの分類（専門学校卒看護師，大学卒看護師，大学院

卒看護師），看護実践・教育分野からの分類（施設，

地域，教育，実習，研究，報道），責任の種類による

分類（スタッフナース，教育者，主任，管理者，相談

役），雇用の場による分類（病院，開業医，保健所，

学校，産業，大学）といった看護教育実践の場や看護

職者の分類は，今日，看護が専門化・多様化したこと

を示すものである．また，公衆衛生，教育，産業，軍

隊，政治との関係において看護の役割が述べられ，特

に，公衆衛生の部分ではプライマリヘルスケアについ

て再度強調されている．

　看護の専門化に関しては，アメリカにおける看護の

現状から，ナースプラクティショナーやＣＮＳなどの

看護専門職がますます発達してきたことが述べられて

いる．そして，看護の大学教育化についても，アメリ

カを始めとして看護教育が大学化しつつある国が挙げ

られている（オーストラリア，カナダ，コロンビア，

ペルー，エジプト，インド，フィリピン，台湾，タ
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イ，イギリス，ただし，日本は含まれていない）．看

護の専門教育については，免許取得を目的とした教育

だけではなく，卒後教育，大学院教育など専門を深め

るための学習継続について書かれているが，これは看

護実践のさらなる専門化によるものである．

　最後に，「国際・多国籍間の看護実践組織の役割」

であるが，国際赤十字，世界保健機構については14版

の内容をさらに発展させ，そして新たに加えられた欧

州経済共同体についても，その組織の概要と活動内容

が記されている．

　ここで，15版のnursing記述の特徴をまとめてみよ

う．

１） 看護の歴史におけるNightingaleの意義を認め

てはいるものの，14版に見るようなNightingale

を絶対視する姿勢は薄れている．

２） 10版（11版）がイギリス中心，14版がイギリ

ス・アメリカ中心の記述だったのが，15版では看

護の制度面ではアメリカの事情が中心に記述され

ている．また，世界的視野での看護やより一般的・

普遍的な観点からも看護が述べられている．

３） 14版と同しく，正看護師（RN）の資格を持つ

著者によって執筆されている．

Britannica各版のnursing記述の比較

　以上，10版（11版），14版，15版のBritannica各版

におけるnursingの記述内容を概観した．分量的には，

11版，15版で減っているが，新版の百科事典を出版す

るにあたり見出し語の項目が増えたこと，つまり，多

くの分野で発達が見られ，知識の総量が多くなり，そ

れらにもページを割く必要が出たためと考えられる．

また，構成に変化については，全般的な「看護の歴史」

に続いて，国別の「看護実践の概要」が書かれるのが

共通のパターンであるが，イギリスやアメリカといっ

たアングロサクソンの国を中心としたものから，版が

新しくなるにつれて諸外国の事例や，国際看護組織へ

割くスペースが多くなっている．

　さらに，それぞれの版の内容を比較し，変化の背景

を考えてみたい．

１．看護の専門化

　10版が出版された当時，看護はそれほど専門化され

ておらず，看護の業務には料理，家事，子守りなども

含まれていたが，すでにその時点で将来的により専門

化された看護教育の必要性が示唆されている．14版に

なると小児看護，精神看護など専門看護師の先駆とな

る看護の専門化がみられ，加えて15版では外科看護，

産科看護，リハビリ看護，公衆衛生等が挙げられてい

るだけでなく，家族計画，薬物依存，ターミナルケア

など看護師に求められる責任や，患者擁護など倫理も

拡大してきたことが書かれている．また，10版の記述

では，看護教育は通常２～３年のトレーニングを必要

とし，法による規制はなく，社会的・教育的に低い女

性が従事することの多い重労働として記述されていた

が，その後の看護の専門化にともない，15版にいたっ

て看護は国際組織をもつ専門職として確立してきたこ

とが読み取れる．

　こういった変遷を見るだけでも，看護が扱う分野が

いかに専門化し，慈愛の精神だけでは対応できず（時

代が新しくなるにつれ，看護実践における宗教色が薄

れてきたことは確かである），専門的なトレーニング

なしには成立しえなくなってきたかが分かる．また，

看護が専門化する経過や発達の程度を記述する上で，

教育，立法化，給与体系，専門組織の発達は主要な指

標となっているように思える．

２．イギリス，アメリカの看護事情記述から，国際的な

看護実践記述へ

　国によって看護の発展の経過は大きく異なるので，

西洋の国ごとに経緯がまとめられているが，記述の重

点がイギリスを中心としたヨーロッパの看護からアメ

リカの看護へとシフトしていることが明らかである．

東洋に関しては主要な記述はそれほどなく，15版で国

名を挙げる際にアジアの国がやや顔を出す程度で，日

本に関する記述はない．

　また，14版以降に見る看護の国際組織の記述の分量

と内容から，その期間に看護関連の国際組織が発達し，

その中で看護が担う役割や責任が国際的な範囲へと拡

大し，またそれらの国際機関による看護実践への援助

が質量共に充実してきたことが分かる．特に15版にお
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いては，国際的視野に立つ看護実践，そして学際的な

看護研究活動（特に，プライマリヘルスケアなど）が

強調されていることに注目すべきである．

おわりに

　ここ100年くらいにわたるBritannicaのnursingの

記述を概観し，その内容を比較してみた．ここで特に

気づく変化は，看護の記述内容がイギリスやアメリカ

といった個別の国の事情から，ICNやWHOといった

国際機関，すなわち国際的な看護実践へとそのウエィ

トが推移していることである．それは，ICNやWHO

などの国際機関による看護支援活動の成果も十分考え

られるが，むしろ，看護がより科学としての普遍性を

アピールし始めたという事実と，Britannica自身も単

なる英語国民の百科事典から脱皮して世界を代表する

国際的な百科事典としての地位をより確固なものとし

たことによるものであろう．

　また，Nightingaleの扱いや，それに関連するドイ

ツの看護についての言及も興味深い点である．

Nightingaleについては，10版ではそれほど強調され

なかったものの，14版ではあたかも看護史の唯一の道

標であるかのような扱いを受けている．しかし，15版

ではその強調も薄れている．10版では，近代看護のシ

ステムにおけるドイツのKeiserswerth Instituteが果

たした意義や，そのInstituteがNightingaleへ与えた

影響などの説明もあったが，先に指摘したように，第

一次大戦によるアングロサクソン国民の「ドイツ嫌い

（Germanophobia）」が高じた結果から，14版ではド

イツ（Keiserswerth Institute）の看護への貢献はほ

とんど触れられず，Nightingaleのみが近代看護を作っ

たかのような絶賛的記述となっている．そして，その

反省からか15版ではニュートラルな記述となってい

る．

　Britannicaの初版が出版されたのは1768年から1771

年であり，最新版（15版）に至るまで200年以上もの

歴史がある．この2世紀にわたる連続性には何ものに

も替えがたい情報がある．IT時代を迎えた今日，資料

検索の方法やリファレンスの利用法に大きな変化がも

たらされた．共時的な観点からすれば，情報の幅広さ，

量，そして，とりわけスピードにおいてインターネッ

ト検索は印刷物の百科事典をはるかに凌駕している．

しかし，通時的に見ると，2世紀の長きにわたって不

断に改訂，改版が続けられてきた百科事典からは上記

のような発見もある．ここから現代を見る何かのヒン

トを得ることが，歴史に学ぶことであろう．

注

１．後 に，Great  Ideasの 史 的 変 遷 を 記 述 し た

Introductionの部分のみThe Great Ideas. として１

巻にまとめられた（Adler，1999）．

２．例えば，Adler & Doren（1977），渡部（1992）．

３．AdlerのSyntopiconにnursingはGreat Ideasの

項目としては取り挙げられていない．

４．この点は，渡部（1989a, 1989b），及びKogan

（1958）に負うところが大きい．

５．初版にもnursingの項目はない．

６．図書館では通常，百科辞典の新しい版が出るたび

に主としてスペースの問題から旧版は破棄される．

したがって，アメリカ議会図書館や大英図書館など

のすべての出版物を保存する目的で設立された図書

館を除けば，現在，普通の図書館（大学図書館も含

め）で利用できるBritannicaは最新版（15版）のみ

である．ただし，11，12，13のいずれかの版に限っ

ては，本稿にも記載したようにその記述内容の卓越

性から，今日でもなおレファレンス・コーナーに新

しい百科辞典に混ざって閲覧可能な状態で置かれて

いる大学図書館もある（著者が直接確認したのは，

ジョージタウン大学，コーネル大学，カリフォルニ

ア大学，イリノイ大学）．また，最近11版は電子化

され，インターネット（Online Classic Encyclopedia -

 LoveToKnow）でその全内容が検索できるように

なっ た（http://www.1911encyclopedia.org/）．

本稿で使用したBritannicaはすべて著者所有のもの

であるが，このような状況のもとで，14版に関して

は本稿で用いた1967年版以外のものを参照すること

は困難であった．1970年代以降，看護は大きく変革

したと言われるが，本稿では70年代に修正が行われ

た14版についてはチェックできなかったので今後の

課題としたい．
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７．Sir Henry Burdettは雑誌The Hospitalの創刊者で

あり編集者．病院の組織作りや活動に関わり，当時

のnurseの労働条件改善に貢献した．詳しくは

Dictionary of National Biography，ま た は

http://www.bodley.ox.ac.uk/dept/scwmss/wm-

ss/online/1500-1900/　burdett/burdett.html を

参照．
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【Summary】

“Nursing”in the Encyclopaedia Britannica: Comparison of 　
the description of“nursing”from different editions of 　

Britannica.
 

Hiroyuki  ETO＊１，Rieko KISHI＊２

＊１　Nagano College of Nursing       
＊２　University of Illinois at Chicago

　

　How has “nursing” been conceived? How has the concept of “nursing” changed? And why? The 

present research deals with a conceptual history of “nursing” for the past one hundred years by means 

of reviewing and comparing different articles of “nursing” in different editions of the Encyclopaedia 

Britannica (10th, 11th, 14th, and 15th editions) published since 1859, when Nightingale published her 

Notes on Nursing and prevailed meaning and significance of nursing. As a result, we confirm from the 

descriptions of “nursing” from the different editions that the specialization of nursing has become more 

emphasized, and nursing has become practiced in much more international settings with supports from 

international nursing organizations. From this description, we realize not only the globalization of 

nursing, but also the internationalization of Encyclopaedia Britannica (from an Encyclopedia of the 

English speaking peoples to one for the entire human race).
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